
  
 

第７回（平成 30 年度第２回）南箕輪村むらづくり委員会会議次第 

 

平成 30 年８月２日（木） 

午後７時～ 

 南箕輪村保健センター１階保健指導室 

 

 

１. 開 会 

 

 

 

２. 会長あいさつ 

 

 

 

３. 協議事項 

① 村創生総合戦略の検証の進め方について 

 

 

 

② 村創生総合戦略の検証について 

 

 

 

③ その他 

 

 

 

４. その他 

次回会議日程    月   日（  ）    時から 

 

 

 

５. 閉 会 
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平成 30 年度の村創生総合戦略の検証の進め方について 

 

 南箕輪村創生総合戦略の効果検証については、その妥当性・客観性を担保す

るため、外部有識者等の参画を得て行うと明記している。 

 

外部有識者等の参画  ⇒ むらづくり委員会 

 

＜むらづくり委員会での検証方法＞ 

 

【平成 29 年度】 

○平成 28 年度における数値目標（KPI）に対する結果の検証 

○村創生総合戦略に掲げる数値目標等の見直しの必要性の確認 

 

 

南箕輪村創生総合戦略第 2.1 版への反映 

 

・現計画は、平成 31 年度までの計画 

・第２期村創生総合戦略を平成 32 年度から開始 

 

 

【平成 30 年度】 

○平成 29 年度における数値目標（KPI）に対する実績及び事業等の確認 

○上記を踏まえた村創生総合戦略に対する委員会としての意見の集約 

 

○平成 29 年度における数値目標（KPI）に対する実績及び事業等の確認 

 

１．平成 29 年度における数値目標（KPI）に対する結果の確認 

  ・平成 29 年度末の達成値 

  ・担当課での数値目標の進捗状況の判定 

  ・上記進捗状況で「C」「D」と判定した項目、達成割合が 70％未満あるいは 

５年間の増減分に対する達成割合が 60％未満の項目の原因・理由 

  ・上記理由・原因に対する今後の対応状況 

２．数値目標達成に向け平成 29 年度に実施した事業の確認 

  ・事業担当からの説明 ⇒ 進捗状況の判定にかかわらず簡潔に説明を受 

               ける 

 

会議会議会議会議資料１資料１資料１資料１----１１１１    
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○上記を踏まえた村創生総合戦略に対する委員会としての意見の集約 

 

１．平成 29 年度の実施事業等が村創生総合戦略の目的に効果があったかどう 

か委員会としての意見を集約する。 

 



今後の想定スケジュールについて第４期むらづくり委員会の「村創生総合戦略」　に関するスケジュール年度月 ４～６ ７～９ 10～12 １～３ ４～６ ７～９ 10～12 １～３ ４～６ ７～９ 10～12 １～３ ４～６ ７～９ 10～12
平成30年度の「村創生総合戦略」に関するスケジュール年度 月 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

平成32年度村創生総合戦略
平成29年度 平成30年度 平成31年度

平成31年度平成30年度項目 委員会

第2期村創生総合戦略（案）の審議・調査

目標数値（KPI）、事業内容等の確認KPI検証を踏まえた第1期村創生総合戦略の検証協議村創生総合戦略 平成30年度地方創生関連交付金事業の検証第1期村創生総合戦略の検証の答申

任任任任期期期期終終終終了了了了・村創生総合戦略の検証・見直しの検討
会議資料１－２会議資料１－２会議資料１－２会議資料１－２

・村創生総合戦略の検証・見直しの検討 ・第1期村創生総合戦略の検証・第2期村創生総合戦略（案）の審議・調査

会議の進捗状況によっては、会議回数は増減

済 第第第第5期始動期始動期始動期始動



南箕輪村創生総合戦略南箕輪村創生総合戦略南箕輪村創生総合戦略南箕輪村創生総合戦略　数値目標に対する達成状況等 ↑ ↑「C」又は「D」→ 達成率70％未満 達成率60％未満H28 H291 億円 627 596.8 689.8 689.8 A 110.0% 307.7% 産業課2 － 631 622 614 614 C 97.3% -88.9% （H28）上伊那の経済状況や景気動向などから、村内での企業立地や起業まで至っていない状況です。 （H28)工業団地の設置や融資・補助金制度の充実、商工会と連携した創業支援を行っていきます。 産業課3 人 6,840 6,807 6,893 6,893 A 100.8% 260.6% 産業課4 企業振興補助金交付事業所数（※2） 社 15 12 17 20 A 133.3% 266.7% 新規、既存商工業者等が固定資産を基準額以上取得した場合、固定資産税相当分を補助する。 22,079千円 産業課5 村・県制度資金申請件数（※2） 件/年 80 73 77 74 B 92.5% 14.3% 　制度資金の利用については、景気の動向や情勢により不透明な面がありますが、村制度資金の融資額はここ数年増加しています。 　本制度は、審議会のご意見をいただく中で、景気動向等に注視しながら貸付利率や貸付限度額等について改正を行ってきています。 県・村制度資金融資に伴う保証料補給補給及び利子補助 13,186千円 産業課6 耕作放棄地面積（※3） ha 9.0 11.1 12.7 9.0 A 100.0% 100.0% ・8月に委員及び地区関係者による現地調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・関係者先戸別訪問、指導・農地の貸出先等の利用調整 321千円 農業委員会7 効率的経営体が地域の農用地に占める面積のシェア ％ 64.0 57.0 60.3 59.5 B 93.0% 35.7% 　多くの農地を経営していた農業者が高齢のため、自作地のみの経営に転換をするという事例が複数あり、その影響で数値が伸び悩んでいます。 　左記の農地等について、まっくんファームなど経営面積を増やす意向がある経営体を集め、人農地プランの話し合いにより、農地中間管理事業等を活用しながら、新たな借り手を探していきます。 ①人・農地プラン検討委員会等の開催 48千円 産業課8 認定農業者数・認定新規就農者数 人 52 45 47.5 52.5 B 101.0% 107.1% ①南箕輪村農業再生協議会幹事会における審査②ＪＡ、県、普及センター等と連携をはかり、新規就農者の発掘を進める。 0 産業課9 就労情報へのアクセス数 件/年 18,000 4,942 17,140 B 95.2% 95.2% 地域づくり推進課10 就労に必要な学習会の開催数 回/年 4 3 3 B 75.0% 75.0% 地域づくり推進課11 女性のための研修制度開催数 回/年 2 2 6 A 300.0% 300.0% ①子育て女性再就職トータルサポート事業・セミナー開催６回（自己パターン診断セミナー４回、働くママとの交流会１回、働く前の準備セミナー１回） ①11,011千円 地域づくり推進課12 人 15,323 14,890 15,330 15,382 A 100.4% 113.6% 住民環境課13 下水道普及率 ％ 99.9 99.8 99.8 99.8 A 99.9% 0.0% 　小数点以下の計算上、達成状況は数値に表れていませんが、実質50％となり、順調な進捗状況といえます。 　今後も引き続き下水道の普及に努めてまいります。 下水道管渠布設工事 19,192千円 建設水道課14 水洗化率 ％ 93.0 84.5 88.5 90.3 B 97.1% 68.2% 下水道接続向上の取組み・公共ます設置工事・下水道未接続者への接続依頼 13,792千円 建設水道課15 南箕輪村公園施設長寿命化計画による大芝公園施設整備課所数 箇所 10 3 5 A 50.0% 50.0% 　計画期間内で順次整備しています。計画どおりの進捗です。 　南箕輪村公園施設長寿命化計画に従い、老朽化施設について順次更新・整備していきます。 ①屋内運動場整備②大芝湖中の島橋修繕 ①139,676千円②432千円 建設水道課16 市民農園面積 ㎡ 2,800 2,167 2,717 2,717 A 97.0% 86.9% ふれあい農園開園・開園式、栽培講習会の開催 48千円 産業課17 移住、定住情報へのアクセス数 ユーザー/年 5,000 0 4,541 B 90.8% 90.8% 移住定住サイト運営・保守 200千円 地域づくり推進課18 転入に伴う1戸建世帯の区への加入率 ％ 90.0 89.0 89.7 89.2 B 99.1% 20.0% 　②転入、転居に伴う組、区への加入は、概ね9割以上と順調に加入に結びついています。一方で、既加入世帯の退区と言う問題が実態として出てきています。 　区長会等で状況の聞き取り、分析等を行い、その後対応を検討します。 ①転入者及び転居者に地区相談員等が区の概要等を窓口で説明し、理解をいただく。②その異動者の氏名住所及び地図を区長宛に通知し、区として加入推進を依頼する。 0 総務課

①若者回帰・定住増進支援事業・保護者向け就活セミナー・企業採用担当者向けセミナー・地元企業見学バスツアー・ＷＥＢサイト運営 ①1,760千円

原因・理由に対する今後の対応方針

②村内移住・定住・若者回帰の推進（17頁）

製造品出荷額等（4人以上の事業所）（11頁）（※1）事業所数（事業内容不詳を含む）（11頁）（※1）従業者数（村内企業の従業員数）（11頁）（※1）①商工業・サービス業の進行による雇用の創出（12頁）
②魅力的な農業経営の確立（13頁）

（２）若者定住と郷土愛の醸成によ

③移住者や女性の就業支援（14頁）

（１）立地特性を活かした職住近接のむらづくり

達成値 担当課名基本項目 単位 目標値（H31） 基準値（H25）施策・数値目標項目 進捗状況の判定（H29） 原因・理由(①達成率70％未満、②達成率60％未満、又は進捗状況の判定「C」「D」） 事業費（千円）（Ｈ29）②5年間の増減分に対する達成割合①達成割合H29/H31 事業内容（Ｈ29）

住民基本台帳人口（15頁）（※4）①安全で快適な住宅・住環境づくり（16頁）

A:順調
B:概ね順調
C:努力を要する
D:改善・対策要 会議資料２
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H28 H29 原因・理由に対する今後の対応方針達成値 担当課名基本項目 単位 目標値（H31） 基準値（H25）施策・数値目標項目 進捗状況の判定（H29） 原因・理由(①達成率70％未満、②達成率60％未満、又は進捗状況の判定「C」「D」） 事業費（千円）（Ｈ29）②5年間の増減分に対する達成割合①達成割合H29/H31 事業内容（Ｈ29）19 観光PRイベント開催数 回/年 15 11 13 17 A 113.3% 150.0% 経ヶ岳バーティカルリミット大芝高原まつりイルミネーションフェスティバルウォーキングイベント3回地域おこし協力隊関連PRイベント4回物産展（東京・名古屋等）7回 9,550千円 産業課
20 大芝高原の利用者数 人/年 620,000 616,435 556,714 521,066 C 84.0% -2675.1% 　大芝の湯の利用者が年々減少傾向にあります。原因としては、大芝の湯新設以来15年が経過し、施設の老朽化や接遇・マンネリ化による減少が考えられます。 　大芝高原へのさらなる誘客、地域おこし協力隊を中心に大芝の湯を利用したイベントの開催を実施してきています。また、味工房のリニューアルオープンや道の駅開駅による利用者数の増加を見込んでいます。接客対応の改善や施設のリニューアルについても検討していく必要があります。 大芝高原内の施設を利用したイベントや大芝荘、大芝の湯、スポーツ施設利用者 ― 産業課
21 経ヶ岳・権兵衛峠の登山者数 人/年 6,000 3,500 4,200 4,300 B 71.7% 32.0% 　平成27年度から経ヶ岳バーティカルリミットを開催しており、種目や高原内でのイベントを増やすことにより、徐々に認知度は上がっていると認識しています。 　経ヶ岳バーティカルリミットの開催や経ヶ岳・権兵衛峠の紹介ビデオ、経ヶ岳ガイドブックを有効に活用して、PRに努めます。 経ヶ岳バーティカルリミット経ヶ岳強歩経ヶ岳・権兵衛峠ハイキング登山者 1,130千円 産業課22 「ふるさと名物」商品化件数 件 2 4 5 A 250.0% 250.0% 特産土産品の認定ほか麦焼酎まんど信州大学農学部ジャム3種りんごコンポートガレット、風の村米だより ― 産業課23 - 1.69 1.64 - - - 地域づくり推進課24 妊娠、出産、育児に関する相談・支援回数 回/年 130 120 136 140 A 107.7% 200.0% 健康福祉課25 乳幼児健診受診率 ％ 96.0 95.9 98 99.2 A 103.3% 3300.0% 健康福祉課26 登下校見守りボランティア実施回数 回/年 20 10 13 40 A 200.0% 300.0% 　通学路における交通安全指導や見守り活動 － 教育委員会27 保育園での絵本借用率 ％ 100 100 100 A 100.0% 100.0% ①H27年度　保育園絵本読み聞かせ推進事業・絵本、絵本棚、収納ボックスを各保育園に配置・保育園での読み聞かせや読み聞かせを通じた交流の機会づくりを実施 - 子育て支援課28 出会いイベントの開催数 回/年 4 2 2 3 B 75.0% 50.0% 　平成28、29年度元気づくり支援金事業を活用し、出会いイベントを開催。参加者数やニーズに基づき、開催数の増を検討しています。 　元気づくり支援金事業を活用し、大芝高原を活用した婚活イベントを、平成30年度に2回実施します。今後も内容を検討しながら、出会いの場を提供していきます。 ①芝コン夏（ヨガ、スラックライン、パーティ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②芝コン冬（カラーセラピー、ガレット作り、パーティ）③社協出会いイベント ①462千円②308千円 地域づくり推進課29 体験学習実施時間数（小中学校平均） 時間/年 40 27 44.3 36.5 B 91.3% 73.1% 　総合学習、探求学習により、自然学習などを体験 － 教育委員会30 キャリア教育・郷土教育実施時間（小中学校平均） 時間/年 20 15 23.3 19.6 B 98.0% 92.0% ①キャリア教育推進事業・職業理解事業・お仕事図鑑・授業プログラム立案等・アントレプレナーシップ教育 3,473千円 教育委員会31 信州型コミュニティスクール実施学校数 校 3 2 3 A 100.0% 100.0% 信州型コミュニティスクール活動 － 教育委員会
32 わくわくクラブ会員数 人 1,500 1,441 1,426 1,470 B 98.0% 49.2% 　未加入者への周知やわくわくクラブの魅力について広報しきれていなかったのが原因と考えています。 　会員だけでなく、未加入の村民も参加できるわくわくクラブ主催のイベントを開催することにより、クラブの魅力を発信していきます。（H30年度には大芝屋内運動場にて「フラッグフットボールフェスティバル」を開催します。）

①社会体育事務・スポーツイベント・市町村・郡等競走大会関連・外郭団体への参加及び運営協力・NPO法人南箕輪わくわくクラブの支援②村民体育館管理事務・指定管理委託・わくわくクラブ等の年間使用調整と使用台帳作成・施設整備支援 ①9,867千円②128,218千円 教育委員会

①乳幼児健診・相談　３か月，１０ヶ月、1.6歳、３歳児健診　７か月，１歳，２歳児相談②要支援親子事業(ステップ教室）③育児相談等④マタニティスクール

③南箕輪の魅力開発とブランドづくり（18頁）
の醸成による帰って来たいむらづくり

合計特殊出生率（20頁）

②教育の充実（23頁）
（３）安心して子どもを産み育てることのできるむらづくり

①妊娠出産・子育て支援の充実（21頁）
5,138千円
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H28 H29 原因・理由に対する今後の対応方針達成値 担当課名基本項目 単位 目標値（H31） 基準値（H25）施策・数値目標項目 進捗状況の判定（H29） 原因・理由(①達成率70％未満、②達成率60％未満、又は進捗状況の判定「C」「D」） 事業費（千円）（Ｈ29）②5年間の増減分に対する達成割合①達成割合H29/H31 事業内容（Ｈ29）
33 スポーツ施設利用者数 人/年 121,600 118,261 126,044 114,485 B 94.1% -113.1% 　平成29年度には村民体育館及び大芝屋内運動場の改修工事があったため、前年度より大幅に施設利用者が減少しました。これは工事期間（使用禁止期間）中の一時的なものと考えます。また、村民プールについては、徐々に使用者が減少しています。これは駐車場確保のため、平成27年度に50mプールが撤去されたことが原因であると考えます。

　村民体育館及び大芝屋内運動場の改修工事は平成29年度に完了しました。施設も新しくなり、使いやすくなったことから平成30年度は利用者が増えるよう、積極的に施設の魅力を広報し、新規の利用者を確保したいです。　また、老朽化が進んでいる施設についても計画的に更新していき、魅力ある施設づくりを計画していきます。
①社会教育関係団体登録事務・スポーツ施設年間使用の調整②村民体育館管理事務・指定管理委託・わくわくクラブ等の年間使用調整と使用台帳作成・施設整備支援③学校体育施設開放事務・わくわくクラブ等の年間使用調整と使用台帳作成・施設整備支援④大芝公園管理事務・指定管理委託・施設等の整備支援

①260千円②128,218千円③261千円④202,643千円 教育委員会
34 防災に関する出前講座の開催数 回/年 8 2 4 5 C 62.5% 50.0% 　区や自主防災等から出前講座の依頼が少ないのが現状です。もう少し防災意識の向上を図る必要があります。 　出前講座を実施しやすいように、おしながきメニューも防災全般としました。相談していただければ少人数でも可能とし、今後も避難所運営に関する研修講座やADE研修　消防団や防災士と取組みます。 大泉・北殿・南殿・神子柴（講師防災士）久保(講師消防団）実施 - 総務課35 防災士養成人数 人 18 13 19 21 A 116.7% 160.0% 意向調査実施　新規に2名 18千円(補助） 総務課36 避難所の耐震化率 ％ 100 96.0 96.0 96.0 C 96.0% 0.0% 　村公民館のみ耐震化が未着手の状況です。 　平成30年度発注済（教育委員会） 耐震設計完了Ｈ30改修 - 総務課37 除雪ボランティアの登録者数 人 140 110 132 133 A 95.0% 76.7% 各地区において構成されているまっくん除雪隊に登録し、除雪作業を実施する。 526 建設水道課
38 地域見守りたい員（仮称）等のメール配信登録者数 人 700 483 664 B 94.9% 94.9% ②高齢者の生活支援事業・訪問理美容費用助成・福祉用具貸与・特殊車両利用助成・緊急時の通報体制・一人暮らし台帳の整備・住宅改良・介護サービス利用者負担額軽減・ボランティアによる生活支援・運転免許返納者にまっくんバス回数券交付 6,996千円 健康福祉課
39 学校教育での自然学習時間（小中学校平均）（※3） 時間/年 15 25 11.7 19.1 A 127.3% 59.0% 探求学習により、自然学習などを体験 － 教育委員会40 河川愛護活動の実施回数 回/年 12 11 11 12 A 100.0% 100.0% 村内６団体による河川清掃等整備活動 ― 建設水道課※1　達成値（H26確報値)※2　基準値（H26）※3　数値が低くなることを目標値としている項目

①自然災害に強い地域づくり（27頁）
②参画・協働の推進のコミュニティの推進（28頁）
③自然環境に育まれるむらづくり（29頁）

（４）誰もが安心して暮らし続けられるむらづくり
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